
『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

は

じ

め

に

自
山
と
は
、
現
石
川
県

・
福
井
県

・
岐
阜
県
の
境
に
あ
る
山
で
、
御
前
峰

・
大
汝
峰

・
別
山
な
ど
を
総
称
し
て
言
う
。
こ
の
内
、
御
前

峰
に
登
拝
す
る
こ
と
を
禅
定
と
称
し
、
そ
の
禅
定
道
の
起
点
と
し
て
加
賀

・
越
前

・
美
濃
の
三
方
に
馬
場
が
開
か
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
勢
力
を
競
う
こ
と
と
な

っ
た
。

十
世
紀
中
頃
に
、
御
前
峰
の
神
は
イ
ザ
ナ
ミ
で
白
山
妙
理
菩
薩
と
号
し
本
地
が
十

一
面
観
音
、
大
汝
峰
は
オ
オ
ナ
ム
チ
の
神
で
本
地
が

阿
弥
陀
如
来
、
別
山
は
小
白
山
大
行
事
で
本
地
が
聖
観
音
で
あ
る
と
す
る

『泰
澄
和
尚
伝
記
』
が
成
立
し
て
か
ら
は
ｏ
、
こ
の
本
地
垂
辺

説
に
よ
る
伝
承
が
自
山
信
仰
の
核
に
据
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
以
後
三
馬
場
は
す
べ
て
泰
澄
が
創
め
た
と
す
る
開
基
縁
起
に

一
元
化
さ

れ
、
白
山
三
所
権
現
を
基
本
と
す
る
信
仰
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
電

『私
衆
百
因
縁
集
』
に
は
、
空
海
と
丹
生
明
神
や
円
仁
と
赤
山

明
神
と
同
様
に
泰
澄
と
白
山
権
現
が
併
せ
て
書
か
れ
、
室
町
期
な
ど
に
作
成
さ
れ
た

「白
山
曼
荼
羅
」
に
は
大
汝
峰

・
御
前
峰

・
別
山
の

自
山
三
峰
の
山
の
姿
、
祭
神
、
本
地
仏
が
描
か
れ
た
。

他
の
平
家
諸
本
と
同
じ
く
、
盛
衰
記
に
も
白
山
に
触
れ
た
記
述
が
数
箇
所
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
主
に
明
神
関
係
の
独
自
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八

記
事
を
対
象
と
し
て
盛
衰
記
と
叡
山
文
化
圏
と
の
接
触
を
想
定
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
白
山
関
係
の
記
事
に
つ
い
て
、
延
慶
本

・
長
門

本
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

盛
衰
記
と
延
慶
本

・
長
門
本

１
　
白
山
関
係
記
事
全
般
に
つ
い
て

最
初
に
盛
衰
記
に
自
山
の
名
が
見
え
る
の
は
、
巻
第
四
の

「白
山
神
輿
登
山
」
の
事
を
中
心
に
し
た

一
連
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
事
件
を
描
く
中
で
盛
衰
記
が
簡
略
に
で
は
あ
る
が
自
由
縁
起
を
書
い
て
い

る
と

い
う
点
で
あ
る
。
延
慶
本

・
長
門
本
に
は
、
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
記
述
は
な

い
。

次
に
巻
第
六

「西
光
父
子
亡
」
の
記
事
中
で
は
、
白
山
事
件
の
顛
末
を
概
観
す
る
部
分
で
西
光

・
師
高
父
子
が

「白
山
妙
理
権
現
ノ
神

田
講
田
没
倒
シ
」
と
あ
り
、
事
件
の
背
後
に
所
領
争
い
が
あ

っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
記
事
と
な

っ
て
い
る

（事
件
そ
の
も
の
を
描
い
た
巻
四

で
は
、
師
高
ら
の
横
暴
は
他
本
と
同
じ
く
湯
屋
で
馬
を
洗
っ
た
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
い
た
）。
延
慶
本

・
長
門
本
の
該
当
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
両

本
と
も
事
件
の
概
略
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
電

巻
第
八
の

「法
皇
三
井
灌
頂
」
で
は
、
法
皇
が
山
門
衆
徒
の
反
対
で
三
井
寺
で
の
灌
頂
を
断
念
し
た
と
い
う
記
述
の
中
に

「但
先
師
大

僧
正
治
山
ノ
時
、
北
国
白
山
ヲ
山
門

二
可
賜
之
由
致
訴
訟
刻
、
甚
深
ノ
以
道
理
被
仰
下
二
付
テ
、
三
箇
年
ノ
間
加
制
止
卜
云

ヘ
ド
モ
、
山

徒
ノ
訴
弥
以
テ
熾
盛
ナ
ル
ニ
依
テ
、
終

二
以
テ
蒙
裁
許
畢
ヌ
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
巻
四
の
白
山
事
件
の
記
事
中
で
既
に
言
及

さ
れ
て
い
る
。
鳥
羽
院
の
と
き
、
白
山
の
平
泉
寺
を
園
城
寺
に
付
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
山
門
大
衆
の
猛
反
対
に
遭
い
、
結
局
平
泉
寺
を

延
暦
寺
の
末
寺
と
し
た
と
い
う
も
の
が
そ
れ
で
、
延
慶
本

・
長
門
本
も
、
白
山
事
件
を
描
く
中
で
は
、
山
門
の
奏
状
と
院
宣
の
二
通
の
文

書
を
収
め
た
こ
の
記
事
を
持
つ
が
、
法
皇
灌
頂
を
描
く
こ
の
場
面
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。



巻
第
二
十
九

「
三
箇
馬
場
願
書
」
、
「新
八
幡
宮
願
書
」
の
記
事
も
白
山
に
触
れ
て
い
る
。
三
箇
馬
場
願
書
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の

で
、
こ
こ
で
は

「新
八
幡
宮
願
書
」
を
比
較
す
る
。
読
み
本
三
本
で
は
、
義
仲
は
倶
梨
伽
羅
合
戦
に
先
立

っ
て
白
山
と
八
幡
の
両
方
に
願

書
を
納
め
て
い
る
が
、
盛
衰
記
は
こ
こ
で

「此
僧

（＝
大
夫
房
覚
明
）
ハ
本

ハ
勧
学
院
ノ
文
章
博
士
、
進
士
蔵
人
通
広
卜
云
ケ
ル
者
也
。

出
家
シ
テ
西
乗
坊
信
救
卜
名
ヲ
ツ
キ
テ
、
南
都
二
便
宜
ノ
物
書
シ
テ
居
タ
リ
ケ
ル
程

二

（中
略
）
行
家
参
河
ノ
国
府
ヨ
リ
伊
勢
太
神
宮

ヘ

進
ケ
ル
祭
文
モ
、
此
信
救
ゾ
書
ケ
ル
。
行
家
兵
衛
佐

二
中
違
テ
信
濃

へ
越
ケ
ル
時
、
又
木
曾

二
思
付

ニ
ケ
リ
。
木
曾
信
救
ヲ
改
テ
古
山
法

師
二
造
成
テ
、
本
曾
大
夫
坊
覚
明
卜
呼
。
白
山
三
箇
之
馬
場
願
書
ヲ
モ
此
覚
明
書
タ
リ
」
と
、
伊
勢

へ
の
祭
文
や
八
幡

へ
の
願
書
と
同
じ

く
、
自
山

へ
の
願
書
も
覚
明
が
書
い
た
と
す
る
。
延
慶
本

・
長
門
本
は
白
山

へ
の
願
書
が
誰
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
か
は
具
体
的
に

述
べ
ず
、
八
幡
願
書
の
後
に
こ
の
盛
衰
記
の
よ
う
な
記
述
も
な
い
。
ま
た
、
盛
衰
記
の
こ
の
箇
所
に
該
当
す
る
覚
明
の
略
歴
は
、
延
慶
本

・
長
門
本
で
は
も
う
少
し
後
の
義
仲
の
山
門
牒
状
の
個
所
に
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
伊
勢
の
祭
文
に
関
し
て
は
触
れ
る
も
の
の
、
白
山
願
書

に
付
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
延
慶

・
長
門
両
本
の
八
幡
願
書
奉
納
の
場
面
で
は
、
覚
明
に
注
目
す
る
と
先
に
収
め
て
あ
る
白
山
願
書

が
唐
突
に
差
し
こ
ま
れ
て
い
る
感
が
あ
る
の
に
対
し
、
盛
衰
記
は
両
方
の
願
書
が
共
に
覚
明
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
自
然
と
理

解
で
き
る
よ
う
、
文
言
を
補

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
第
二
十
九
の

「砥
並
山
合
戦
」
で
は
合
戦
に
際
し
て
の
霊
験
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
盛
衰
記
に
は
、
延
慶

・
長
門
本
に
は
な
い
垣
生

新
八
幡
霊
験
諄
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
霊
験
諄
で
倶
梨
伽
羅
山
で
の
平
家
軍
の
潰
走
を
八
幡
の
計
ら
い
と
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
話
の
末
に
は
延
慶
本

・
長
門
本
と
同
様
に
こ
の
勝
利
を

「偏

二
白
山
権
現
ノ
御
計
」
と
も
書
く
。
こ
れ
は
、
戦
に
先
立

っ
て

白
山

・
八
幡
両
方
に
願
書
を
納
め
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
勝
利
を
自
山
の
計
ら
い
だ
け
に
は
留
め
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
と
考
え
る
。
こ
の

後
倶
梨
伽
羅
谷
か
ら
火
炎
が
立
ち
上
る
と
い
う
霊
験
は
三
本
と
も
に
載
せ
る
記
事
で
あ
る
が
、
盛
衰
記
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
金
剣
宮
の

本
地
に
言
及
し
て
い
る
点
で
異
な
る
。
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最
後
に
、
巻
第
三
十
三
の

「木
曾
備
中
下
向
斉
明
被
討
並
兼
康
討
倉
光
」
で
は
、
水
島
合
戦
か
ら
室
山
合
戦
ま
で
の
間
の
倉
光
が
討
た

れ
た
こ
と
を
描
く
部
分
に
白
山
の
語
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
倉
光
の
討
死
を
神
の
咎

・
人
の
怨
の
報
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

原
因
と
し
て

「倉
光

ハ
北
国
ノ
住
人
ナ
ガ
ラ
、
案
内
者
立
テ
此
彼
ア
ナ
グ
リ
行
、
昔
ヨ
リ
馬
ノ
鼻
モ
ム
カ
ヌ
白
山
権
現
ノ
御
領
、
末
寺
末

社
ノ
庄
園
ヲ
没
倒
シ
、
神
事
仏
事
ノ
供
米
ヲ
押
領
シ
、
剰
又
平
泉
寺
ノ
長
吏
斉
明
威
儀
師
ガ
被
宥
シ
ヲ
モ
、
種
々
二
読
訴
シ
テ
六
条
河
原

ニ
テ
刻
首
ナ
ド
シ
タ
リ
シ
カ
バ
」
と
、
横
暴
な
行
為
が
あ

っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
こ
は
延
慶
本

・
長
門
本
が
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
、
盛
衰

記
が
や
や
異
な
る
も
の
の
、
大
意
は
同
じ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
盛
衰
記
に

「白
山
」
の
語
が
見
え
る
部
分
の
三
本
比
較
を
し
て
き
た
が
、
盛
衰
記
は
、
他
本
に
は
な
い
縁
起
を
挿
入
し
、
白
山

事
件
の
顛
末
を
手
短
に
繰
り
返
し
、
二
通
の
願
書
を
納
め
る
場
面
で
は
白
山

へ
の
願
書
を
う
ま
く
流
れ
の
中
に
収
め
る
な
ど
、
他
の
二
本

よ
り
も
よ
り
白
山
に
関
す
る
記
述
が
丁
寧
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

２
　
白
山
事
件
と
、
木
曾
願
書
に
つ
い
て

盛
衰
記
巻
第
四
に
、
加
賀
の
国
の
目
代
の
横
暴
に
端
を
発
し
た

一
連
の
騒
動
、
い
わ
ゆ
る

「白
山
事
件
」
の
顛
末
を
描
く
部
分
が
あ

る
。
白
山
事
件
は
安
元
事
件
と
も
称
さ
れ
、
白
山
で
加
賀
の
目
代
が
寺
を
焼
き
、
白
山
衆
徒
が
本
山
で
あ
る
叡
山
に
神
輿
を
掲
げ
て
訴
え

出
、
叡
山
の
申
し
立
て
に
よ

っ
て
加
賀
国
の
目
代
が
配
流
に
な

っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
加
賀
の
国
に
お
け
る
実
際
の
事
件
の
顛
末
は

記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
白
山
の
衆
徒
が
叡
山
に
訴
訟
に
赴
き
、
目
代
の
配
流
を
求
め
て
山
門
衆
徒
が
都
に
神
輿
を
振
り
入
れ
た
こ
と
、
最

終
的
に
加
賀
の
目
代
が
配
流
に
な

っ
た
こ
と
や
、　
一
連
の
騒
動
に
関
し
て
天
台
座
主
明
雲
が
流
さ
れ
る
事
に
な
り
、
そ
の
途
中
で
大
衆
ら

が
座
主
を
奪
還
し
た
こ
と
な
ど
は
、
『百
錬
抄
』
や

『玉
葉
』
の
ほ
か
、
い
く

つ
か
の
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
、
加
賀
の
目
代
の
狼
藉
、
白
山
末
寺
焼
討
、
白
山
神
輿
登
山
に
は
じ
ま
り
、
七
社
の
神
輿
参
内
や
座
主
配
流

へ
と
展
開
す
る

一
連



の
騒
動
を
、
読
み
本
三
本
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
る
と
、
延
慶
本

・
長
門
本
が
近
い
関
係
に
あ
り
、
盛
衰
記
は
そ

れ
ら
二
本
と
は
異
な

っ
て
い
る
と
い
う
事
が
分
か
る
。
特
に
、
白
山
で
の
騒
動
を
経
て
、
白
山
大
衆
が
神
輿
を
担
い
で
動
き
出
し
て
か
ら

の
盛
衰
記
の
描
写
に
は
、
延
慶

・
長
門
両
本
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
十
二
世
紀
中
頃
か
ら
十
五
世
紀
前
半
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、
白
山
の

加
賀
側
で
正
統
な
資
料
と
目
さ
れ
る

『白
山
之
記
』
に
も
こ
の
事
件
関
係
の
記
述
が
あ
る
が
、
寺
社
列
挙
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
盛
衰
記

の
方
が

『白
山
之
記
』
よ
り
も
地
理
的
に
正
確
に
寺
社
を
並
べ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
電

ま
た
、　
一
連
の
事
件
に
関
わ
る
文
書
を
、
延
慶
本
の
四
種
、
長
門
本
の
五
種
に
対
し
て
盛
衰
記
は
九
種
収
め
て
い
る
。

表

一　
白
山
事
件
記
事
に
収
録
さ
れ
た
、
事
件
関
連
文
書

留
守
所
よ
り
白
山
中
宮
衆
徒
へ
牒
状

衆
徒
ら
返
牒

延
暦
寺
政
所
か
ら
白
山
衆
徒
へ
の
寺
牒

白
山
中
宮
衆
徒
の
返
牒

天
台
座
主
宛
の
院
宣

師
高
解
官
尾
張
へ
配
流
の
官
一旨

明
法
博
士
へ
明
雲
の
罪
名
を
尋
ね
る
官
一旨

明
雲
遠
流
の
風
間
を
受
け
、
山
門
衆
徒
ら
奏
状

山
門
落
書

（平
清
盛
宛
山
門
大
衆
書
状
）

盛
　
　
一晨
　
　
記

○  ○  ○○
延
慶
本

○   ○  ○  Oo
長
門
本

同
文
で
は
な
い
が
、
玉
葉
に
文
書
あ
り

玉
葉
に
宣
旨
本
文
有
り

備

考

白
山
事
件
記
述
に
お
け
る
文
書
に
つ
い
て
、
延
慶
本
に
関
し
て
は
安
藤
淑
江
氏
の
論
が
あ
り
、
氏
は
こ
れ
ら
の
文
書
の
出
所
を
延
暦
寺

及
び
そ
の
周
辺
と
想
定
さ
れ
て
い
る
電

鈴
木
彰
氏
は
、
平
家
物
語
は
既
存
の
文
書
を
活
用
し
な
が
ら
、
物
語
が
求
め
る
事
件
像
を
持

つ

白
山
事
件
を
創
出
し
た
と
さ
れ
ｏ
、
ま
た
盛
衰
記
の
収
め
る
文
書
は
既
存
の
資
料
に
依
拠
し
た
も
の
と
は
限
ら
ず
、
創
出
さ
れ
た
も
の
で

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

五

一



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

あ
る
こ
と
も
有
り
得
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書

の
内
、
四
部
本
に
も
載
る
師
高
解
官
尾
張

へ
配
流
の
宣
旨
は
、

文
言
は
違
う
も

の
の
玉
葉
に
よ

っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
、
盛
衰
記

の
み
が
持

つ
明
法
博
士

へ
明
雲
の
罪
名
を
尋
ね
る
宣
旨
も
、
同
文

の
も

の
が
玉
葉
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鈴
木
氏
の
ご
指
摘

の
通
り
、
そ
の
他

の
文
書
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
即
実
在

の
外
部
資
料

と
結
び

つ
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
た
だ
、
盛
衰
記
は
事
件
の
記
述
に
あ
た

っ
て
文
書
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
こ

れ
は
、
文
書
に
よ

っ
て
事
件

の
描
写
に
現
実
味
を
持
た
せ
、
よ
り
具
体
的
に
描
出
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
表
れ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
事
件

の
顛
末
を
詳
述
す
る
中
で
、
白
山
神
輿
登
山
に
関
し
て
盛
衰
記
に
は
独
自
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「比
叡

辻
の
神
主

の
夢
」
と
し
て
描
か
れ
た
霊
験
調
で
あ
る
。

比
叡
辻
ノ
神
主
ガ
夢
二
見
タ
リ
ケ
ル
ハ
、
戸
津
比
叡
辻
ノ
浦
二
、
イ
ミ
ジ
ク
飾
尋
常
ナ
ル
船
七
艘
有
。
日
中
ナ
ル
ニ
等
ヲ
燃
ス
。
舟
ゴ
ト
ニ
狩
衣
ニ

玉
欅
ア
ゲ
タ
ル
者
ノ
、
北
へ
向
テ
舟
ヲ
漕
。
「イ
カ
ナ
ル
人
ノ
御
物
詣
ゾ
」
卜
問
バ
、
「白
山
権
現
ノ
神
輿
ノ
御
上
洛
之
間
、
御
迎
ニ
ト
テ
山
王
ノ
出

サ
セ
給
御
舟
也
」
卜
申
。
角
云
者
ノ
姿
ヲ
ミ
レ
バ
、
身
ハ
人
、
面
ハ
猿
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
打
驚
タ
レ
バ
、
汗
身
ニ
ア
マ
レ
リ
。
不
思
議
ヤ
ト
思
立
出

テ
四
方
ヲ
見
渡
セ
バ
、
此
山
ヨ
リ
黒
雲

一
叢
引
渡
、
雷
電
ヒ
ヾ
キ
テ
氷
ノ
雨
フ
リ
、
能
美
ノ
山
ノ
峯
ツ
ヾ
キ
、
塩
津
、
海
津
、
伊
吹
ノ
山
、
比
良
ノ

裾
野
、
和
通
、
片
田
、
比
叡
山
、
唐
崎
、
志
賀
、
三
井
寺
二
至
マ
デ
、
皆
白
平
二
雪
ゾ
降
。
十
四
日
ノ
子
時
ニ
ハ
、
客
人
ノ
宮
ノ
拝
殿
へ
奉
レ
入
。

客
人
ノ
神
明
ハ
金
ノ
一扉
ヲ
押
開
、
早
松
ノ
明
神
ハ
錦
ノ
帳
ヲ
巻
揚
テ
、
御
訴
訟
ノ
有
様
御
物
語
モ
ヤ
有
ラ
ン
ト
、
身
ノ
毛
堅
テ
ゾ
覚
エ
ケ
ル
。

（巻
第
四

「白
山
神
輿
登
山
し

こ
れ
は
他
本

に
見
え
な

い
記
事

で
あ
る
が
、
語
り
本

の
次
の
部
分
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

同
八
月
十
二
日
の
午
の
刻
計
、
白
山
の
神
輿
、
既
に
比
叡
山
東
坂
本
に
つ
か
せ
給
ふ
と
云
程
こ
そ
あ
り
け
れ
、
北
国
の
方
よ
り
、
雷
緩
し
く
鳴
ッ

て
、
都
を
さ
し
て
な
り
の
ぼ
る
。
白
雪
く
だ
り
て
地
を
う
づ
み
、
山
上
洛
中
お
し
な
べ
て
、
常
葉
の
山
の
梢
ま
で
、
皆
白
妙
に
な
り
に
け
り
。

（覚

一
本
　
巻
第

一
「俊
寛
沙
汰
　
鵜
川
軍
し

実
際
に
雪
が
降

っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
あ
る
い
は
局
地
的
な
天
候

の
変
化
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
を
書
き



と
め
る
の
に
、
盛
衰
記
で
は
覚

一
本
の
よ
う
に
雷
雨
と
降
雪
を
描
く
の
み
で
は
な
く
、
神
主
の
夢
を
借
り
て
山
王
と
白
山
の
早
松
の
明
神

の
化
現
諄
に
仕
上
げ
、
ま
た
実
際
に
叡
山
か
ら
周
囲
を
な
が
め
、
は
る
か
に
自
山
を
見
は
る
か
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
具
体
的
な
地
名
を

列
挙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
白
山
絡
み
の
霊
験
と
し
て
時
な
ら
ぬ
季
節
に
雪
が
降
る
と
い
う
の
は
、
「
日
吉
客
人
宮
者
白
山
権
現

云
々
。
依
二或
人
夢
想
孔

造
二小
社
■

所
レ
奉
二祝
居
一也
。
而
慶
命
座
主
之
時
。
無
二指
証
檬
一者
。
元
レ
詮
小
社
也
。
又
可
二
御
坐
・者
。
可
レ

被
レ
示
二
不
思
議
一云
々
。
件
夜
入
二
座
主
之
夢
一有
二
託
宣
之
旨
等
孔

後
朝
小
社
上
許
。
白
雪

一
尺
許
積
タ
リ
ケ
リ
。
六
月
云
々
。
其
後
霊

験
掲
焉
云
々
」
ｏ
と
い
う

『古
事
談
』
の
説
話
も
連
想
さ
せ
る
。
山
岸
共
氏
も

「白
山
権
現
影
向
降
臨
の
際
　
奇
瑞
と
し
て
語
ら
れ
る
の

は
降
雪
で
あ

っ
た
。
長
谷
寺
影
向
の
際
も
雪
が
降

つ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
熊
野
権
現
を
象
徴
す
る
の
は
な
ぎ
で
あ
り
、
白
山
権
現
を
象

徴
す
る
の
は
雪
で
あ

っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
電

以
上
の
よ
う
に
、
諸
本
に
描
か
れ
た
白
山
事
件
の
中
で
も
、
盛
衰
記
の
記
述
は
文
書
の
積
極
的
な
収
集
、
白
山
神
興
が
叡
山
に
向
か
う

道

々
の
描
写
、
霊
験
謂
の
挿
入
な
ど
、
白
山
に
関
わ
る
こ
の
事
件
を
、
他
本
よ
り
興
味
を
持

っ
て
丁
寧
に
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

巻
第
二
十
九
で
は
、
義
仲
が
戦
に
先
立

っ
て
白
山
へ
願
書
を
奉
納
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
義
仲
ら
の
動
き
に
対
し
て
都
で
北
国
追
討

の
宣
旨
が
下
さ
れ
、
四
月
十
七
日
に
平
家
軍
が
北
国
に
向
け
て
出
立
し
、
い
わ
ゆ
る

「倶
梨
伽
羅
落
し
」
で
大
敗
を
喫
す
る
と
い
う
平
家

の
記
事
を
玉
葉
で
確
認
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

征
討
将
軍
等
、
或
以
前
、
或
以
後
、
次
第
発
向
、
今
日
皆
了
云
々

（四
月
廿
三
日
）

伝
聞
、
去
月
廿
六
日
官
軍
攻
コ
入
越
前
国
一云
々

（五
月

一
日
）

伝
聞
、
去
三
日
官
軍
攻
コ
入
加
賀
国
人
口戦
、
両
方
多
二死
傷
之
者
一云
々

（五
月
十
二
日
）

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

去
十

一
日
官
軍
前
鋒
乗
レ勝
入
二越
中
国
ヽ

木
曾
冠
者
義
仲
、
十
郎
蔵
人
行
家
、
及
他
源
氏
等
迎
戦
、
官
軍
敗
績
、
過
半
死
了
云
々

（五
月
十
六
日
）

伝
聞
、
北
陸
官
軍
、
悉
以
敗
績
、
今
暁
飛
脚
到
来
、
官
兵
之
妻
子
等
、
悲
泣
無
レ極
云
々
、
此
事
去

一
日
云
々

（六
月
四
日
）

亀
玉
葉
』
寿
永
二
年
）

簡
略
な
記
述
で
は
あ
る
が
、
北
国
に
向
け
て
進
発
し
た
平
家
軍
が
越
前
、
加
賀
と
転
戦
し
、
越
中
に
至

っ
て
大
敗
し
た
と

い
う
基
本
的
な

展
開
は

つ
か
む
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
時

の
平
家
軍
と
義
仲
軍
の
動
向
を
平
家
諸
本
で
た
ど
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
は
か
な
り
の
差

が
あ

る
。
し
か
し
白
山

へ
の
願
書
は
読
み
本
三
本
が
共
通
し
て
持

つ
記
事
で
、
付
さ
れ
た
日
付
に
相
違
は
あ
る
が
、
願
書
そ
の
も

の
の
文

言
は
、
僅
か
に
表
記

の
違

い
が
あ
る
こ
と
と
、
延
慶
本
に

一
部
抜
け
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
以
外
は
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自

山
願
書
奉
納
を
持

つ
と

い
う
だ
け
で
は
、
他
本
と
は
違
う
盛
衰
記

の
白
山
に
対
す
る
興
味
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
盛

衰
記
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
縁
起

の
挿
入
や
叙
述
の
繰
り
返
し
な
ど
、
白
山
に
関
す
る
記
事

に
他
本
よ
り
も
意
識
を
向
け
て

い
る
よ
う
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
源
平
盛
衰
記
と
白
山
縁
起
資
料

次
に
、
自
山
縁
起
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
盛
衰
記
に
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
巻
第
二
十
九
の
白
山
へ
の
願
書
の
直
後

に
、
独
自
の
白
山
縁
起
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
通
り
、
巻
第
四
の
白
山
事
件
記
事
の
中
に
も
そ
の
縁
起
に
言
及
し
た

部
分
が
あ
る
。

謹
デ
白
山
妙
理
権
現
ノ
垂
跡
ヲ
尋
奉
レ
バ
、
日
本
根
子
高
瑞
浄
足
姫
御
宇
、
養
老
年
中
二
鎮
護
国
家
ノ
大
徳
、
神
融
禅
師
行
出
シ
給
テ
、
星
霜
既
ニ

五
百
歳
二
及
デ
、
効
験
千
今
新
ナ
リ
。
日
本
無
双
ノ
霊
峯
ト
シ
テ
、
朝
家
唯

一
ノ
神
明
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第
四

「涌
泉
寺
喧
嘩
し

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
簡
略
に
で
は
あ
る
が
自
山
縁
起
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
が
、
延
慶
本

・
長
門
本
に
は
見
ら
れ
な

い
も

の
で
あ



る
こ
と
も
既
に
指
摘
し
た
。
こ
の

「
日
本
根
子
高
瑞
浄
足
姫
」
す
な
わ
ち
元
正
天
皇
の
御
宇
に
、
「鎮
護
国
家
ノ
大
徳
、
神
融
禅
師
」

つ

ま
り
泰
澄
が
自
山
妙
理
権
現
を
行
な
い
出
し
た
と
い
う
白
山
縁
起
は
、
巻
二
十
九
で
さ
ら
に
詳
し
く
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

盛
衰
記
以
外
の
白
山
縁
起
と
し
て
は
、
前
述
の

『白
山
之
記
』
や
、
『本
朝
続
文
粋
』
の

「白
山
上
人
縁
記
」
、
加
越
能
文
庫
所
蔵

の

『白
山
記
録
十
種
』
に
収
め
ら
れ
た

「白
山
大
権
現
縁
起
」
ｏ
、
「白
山
年
代
記
井
由
緒
」
、
『続
古
事
談
』
な
ど
の
他
、
多
く
の
資
料
が
存

在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
の
差
異
は
あ
る
が
、
泰
澄
が
貴
女
に
よ
つ
て
啓
示
を
受
け
、
白
山
山
中
の
池
で
ま
ず
九
頭
竜
、
次
い
で
十

一

面
観
音
を
感
得
す
る
と
い
う
の
が
、
泰
澄
を
開
祖
と
す
る
場
合
の
白
山
縁
起
の
骨
子
で
あ
る
よ
う
だ
リ

こ
の
泰
澄
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
白
山
の
開
山
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
人
物
の
伝
記
に
つ
い
て
は
未
詳
の
部
分
も
多
く
、

一
般
に
は

『元
亨
釈
書
』
巻
十
五
の

「越
知
山
泰
澄
」
と
、
巻
十
八
の

「白
山
明
神
」
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

「越
知
山
泰
澄
」

に
は
、
諸
泰
澄
伝
の
う
ち
、
天
徳
二
年

（九
五
八
）
に
浄
蔵
の
口
授
を
門
人
神
興
が
筆
記
し
た
も
の
を
中
心
に
ま
と
め
た
、
と
あ
り
、
『泰

澄
和
尚
伝
記
』
の
奥
書
に
、
こ
の
伝
記
は
浄
蔵
貴
所
の
口
筆
を
以

っ
て
、
神
興
聖
人
が
注
記
し
た
と
あ
る
の
と
符
合
す
る
電

『泰
澄
和

尚
伝
記
』
は

『白
山
史
料
集
』
や

『神
道
大
系
』
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
底
本
は
金
沢
文
庫
本

の
、
奥
書
に

「正
中
二
年

（
〓
壬

一五
）

乙
丑
五
月
二
十
四
日
」
の
書
写
と
あ
る
も
の
で
あ
る
電

ま
た

『白
山
史
料
集
』
に
よ
る
と
、
和
尚
伝
の
異
本
の
う
ち
、
平
泉
本
に
は

「書
本
云
、
俗
名
通
憲
少
納
言
信
西
本
以
保
元
元
年
「
二
月
十
八
日
自
文
庫
盗
取
出
、
書
写
畢
云
云
」
と
の
奥
書
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
、
泰
澄
の
伝
記
的
資
料
と
し
て

一
般
的
な

『元
亨
釈
書
』
の
泰
澄
伝
及
び
白
山
縁
起
記
事
と

『泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
そ
れ
と
を
、

盛
衰
記
巻
第
二
十
九
の
白
山
縁
起
記
事
と
比
較
し
、
文
言
が
対
応
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

五

五



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

表
二
　
盛
衰
記

・
泰
澄
和
尚
伝
記

・
元
亨
釈
書
の
白
山
縁
起
部
分
本
文
対
観
表

五

六

元
亨
釈
書
　
巻
第
十
八
　
神
仙
五

白
山
明
神
者
。

伊
井
諾
尊
也
。

初
泰
澄
法
師
棲

一越
前
州
越
知
峯

常
望

白
山

口
。
彼
雪
嶺
必
有

一並
神

。
我
当
卜
登
レ

彼
乞
中
顕
応
‐ｉ。

霊
亀
二
年
。
夢
。
天
女
瑶
略
巌
身
。

出

紫
雲
中

国
。

霊
感
時
至
。
蚤
可

一戻
止

。

養
老
元
年
四
月

一
日
。

澄
徒

一白
山
麓
大
野
隈
笛
河
東
伊
野
原

。

乃
専
レ心
持
誦
。

時
前
所
讐
７
天
女
現
レ身
日
。

此
地
大
徳
之
母
産
械
之
所
。
非

結
界
之
地

。
此
東

林
泉
。

吾
所

遊
止

也
。
師
移
ン彼
。
言
已
形
隠
。

澄
到
レ彼
。
持
念
如
レ前
。
天
女
又
来
日
。
我
雖
レ在

天
嶺

。

恒
遊

一此
林

。
此
林
為

一我
中
居

。

源
平
盛
衰
記
　
巻
第
二
十
九
　
一二
箇
馬
場
願
書
事

抑
白
山
妙
理
権
現
卜
申
ハ
、

昔
越
前
国
麻
生
津
二
、
三
神
ノ
安
角
ガ
ニ
男
、

越
大
徳
神
融
禅
師
卜
云
人
マ
シ
ノ
ヽ
キ
。

久
修
練
行
年
積
、
難
行
精
進
日
二
新
也
キ
。

元
生
天
皇
御
宇
、
養
老
元
年
二
、

和
尚
当
国
大
野
郡
伊
野
原
二
遊
止
シ
給
ヒ
タ
リ
ケ
ル

一

一

、一
人
ノ
貴
女
化
現
シ
テ
云
、

日
本
秋
津
島

ハ
本
是
神
国
也
。

我
天
神
最
初
ノ
国
常
立
尊
ヨ
リ
跡
ヲ
降
シ
ア
コ
ノ
カ
タ
、

百
七
十
九
万
三
千
四
百
七
十
六
歳
、

泰
澄
和
尚
伝
記

白
山
行
人
泰
澄
和
尚
者
、
本
名
・越
大
徳

（琥

↓
神
融
諄
師
一也
、

俗
姓
三
神
氏
、
越
前
國
麻
生
津
三
神
安
角
二
男
也
、

（中
略
）
和
尚
於

越
知
峯

見

白
山
高
嶺
雪
峯

、

常
念
、
挙

一登
彼
雪
嶺

、
為
一末
世
衆
生
利
益

、
可
レ

奉
レ行

顕
霊
神

実
、

和
尚
至

帝並
亀
二
年

古７
、
以

天
衣
理
略

飾
レ身
貴

女
、

従

虚
空
紫
雲
中

透
出
、
告
日
、

我
霊
感
時
至
、
早
可
レ来
焉
、

而
日
本
根
子
高
瑞
浄
足
姫

元
正
天
皇
御
在
位
、
養
老
元
年
丁
巳
歳
、
和
尚
年
廿

六
也
、
彼
年
四
月

一
日
、
和
尚
来

宿
白
山
麓
大
野

隈
笞
川
束
伊
野
原

、
乃
凝

一観
念

、
運

Ш几
功

、

喚
レ
天
招
レ
地
、
擢
レ
骨
屠
レ
肝
、
髪
先
日
夢
貴
女
屡

現
、
命

和
尚

詈
口、

此
地
大
徳
悲
母
産
械
非

結
界

、
此
東
林
泉
吾
遊
止

地
、
早
可
レ来
、
言
未
レ畢
即
隠
実
、
和
尚
驚

此
告

乃
臨

彼
林
泉

、
日
夜
放

大
音
馨

礼
拝
念
誦
、

（吾
）
心
月
輪
、
阿
字
空
門
八
葉
白
蓮
素
光
中
、
速

垂

一並
質
ヽ

愛
酬

祈
念

、
前
貴
女
現
告

日
、
我
雖
し
有

天

嶺

、

恒
遊

・此
林
中
、

以
・
此
庭
一為

一中
居
ヽ



上
上
皇
ヲ
護
、
下
下
民
ヲ
撫
、

吾
本
地
ノ
真
身
ハ
在
山
頂
、

往
テ
可
礼
卜
云
テ
、
化
女
即
隠
レ
給
ヌ
。

和
尚
霊
感
ヲ
仰
テ

白
山
ノ
絶
頂
二
攀
登
、

緑
ノ
池
ノ
辺
二
居
テ
、
三
密
印
観
ヲ
凝
シ
、

五
相
身
心
ヲ
調
テ
、
祈
念
加
持
シ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

Ｌ
護
Ｌ
階
Ｆ
ド
師
脈
降
朧
瞬
、
大
徳
諦
聴
、

旧
床
欣
眸
嶋
ド
床
に
榊
国
に
ド
ー

国
常
立
尊
、
乃
神
代
最
初
国
主
也
、

次
国
狭
槌
尊
、
次
豊
掛
淳
尊
、
次
泥
墾
尊
、
（塗
瑣

尊
、）

次
大
戸
道
尊
、
大
戸
間
邊
尊
、
次
面
垂
尊
、
性
根
尊
、

次
伊
井
諾
尊
、
伊
井
冊
尊
、
謂
二之
神
世
七
代
・

吾
身
乃
伊
井
諾

（冊
）
尊
是
也
、
今
琥
二妙
理
大
菩

薩
ヽ

此
神
岳
白
嶺
、
乃
吾
神
務
国
政
時
都

（城
）
也
、

吾
乃
日
域
男
女
元
神
也
、
天
照
大
神
、
乃
吾
伊
非
諾

（冊
）
尊
子
也
、
其
子

（正
哉
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂

耳
尊
、
治
二天
下
Ｌ
一十
萬
歳
、
其
子
）
天
津
彦
々
火

瑣
々
杵
尊
、

治
二天
下
一対

一
萬
八
千
五
百
四
十
二
年
也
、

其
子
彦
火
々
出
見
尊
、
治
二天
下
■
ハ
十
三
高
七
千
八

百
九
十

（三
）
年
也
、

其
子
彦
波
激
武
鶴
鵜
草
葺
不
合
尊
、
治
二天
下
一八
十

三
萬
六
千
四
十
二
年
也
、
（名
二之
地
神
五
代
ヽ
）

人
代
第

一
国
主
神
武
天
皇
、

乃
彦
波
激
武
鵬
鵜
草
葺
不
合
尊
第
四
子
也
、

此
天
皇
御
宇
七
十
六
年
也
、

天
皇
生
年
四
十
六
甲
寅
版
ド
田
』
鵬
附
ヒ
Ｌ
Ｆ
旧
ド

瞳
Ｌ
除
股
膵
日
以
来
、
逮
二千
今
一百
七
十
九
萬
二
千

四
百
七
十
六
歳
也
、

抑
暦
木
地
虞
レ
腔
Ｌ
鷹
隅
ド
ー
ー
ー
ー
ー

往
而
同
』
順
―
‥Ｌレ陛
匡
Ｆ
詑
、
神
女
忽
隠
実
、

和
尚
今
顕
』
犀
瞬
ロ
ド
ド
弥
仰
二佛
徳
掲
焉
ヽ

陽
摩
医
居
Ｒ
四
企
醒
陛
断

居
二緑
碧
池
側
一趙
念
加
持
、　
一
心
不
乱
、
猛
狂
利
強

盛
、

Ｌ
護
Ｌ
師
ｐ
ｒ
ド
憮
Ｌ
隆
や
。
大
徳
諦
聴
。

旧
床
欣
眸
鴎
床
に
榊
国
に
ピ
ー

国
常
立
尊
乃
神
代
最
初
国
主
也
。

次
国
狭
槌
尊
。
次
豊
酎
淳
尊
。
次
泥
火
瑣
尊
。
沙
土

瑣
尊
。
次
大
戸
之
道
尊
。
大
苦
邊
尊
。
次
面
垂
尊
。

性
根
尊
。

次
伊
井
諾
尊
。
伊
井
冊
尊
。
謂
二之
天
神
七
代
Ъ

吾
是
伊
非
諾
尊
也
。
今
琥
二妙
理
大
菩
薩
孔

此
神
岳
白
嶺
者
。
我
主
レ国
之
時
都
城
也
。

我
乃
日
域
男
女
之
元
神
也
。
天
照
大
神
者
我
子
也
。

天
忍
穂
耳
尊
我
孫
也
。

其
子
天
津
彦
彦
火
瑣
瑣
杵
尊
。

受
二祖
天
照
太
神
敷
一治
二此
國
Ъ

始
為
二
地
居
Ъ

饗
レ
國
三
十

一
萬
八
千
五
百
四
十
二

年
。

生
二彦
火
火
出
見
尊
Ъ

饗
レ
國
六
十
三
萬
七
千
八
百

九
十
二
年
。

生
二彦
波
激
武
鵬
鵜
草
葺
不
合
尊
孔

饗
レ
國
八
十
三

萬六
千
四
十
二
年
。
是
名
二地
神
五
代
蔦

人
皇
第

一
國
主
神
武
天
皇
者
。

鵬
鵜
草
尊
第
四
子
也
。

在
位
七
十
六
歳
。

天
皇
年
四
十
六
始
登
二皇
位
Ъ

辛
酉
之
歳
也
云
云
。

匿

５

歴

医

ド

ド

ー

ー

ー

大
徳
往
見
レ之
。
言
已
天
女
乃
隠
。

障
馨

言

屈

医

隔

順

Ｐ

居
二緑
碧
池
側
Ъ
持
誦
専
注
。

五
七



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事

池
中
ヨ
リ
九
頭
竜
ノ
大
蛇
身
ヲ
現
ゼ
リ
。

和
尚
責
テ
云
、
此
ハ
是
方
便
示
現
ノ
形
、

全
本
地
ノ
真
身
ニ
ア
一ス
ン
ト
テ
、

児
遍
功
ヲ
増
ケ
レ
バ
、

十

一
面
観
音
自
在
尊
、
慈
悲
ノ
玉
体
顕
給
ヘ
リ
。

妙
相
遮
眼
光
明
身
ヲ
耀
セ
リ
。

和
尚
悲
喜
胸
二
満
テ
感
涙
面
ヲ
洗
フ
。

帰
命
頂
礼
シ
奉
テ
云
、

願
ハ
大
聖
本
地
垂
跡
、
哀
ヲ
垂
テ
、

像
末
ノ
衆
生
ヲ
抜
済
利
益
シ
給
ヘ
ト
被
申
ケ
レ
バ
、

爾
時
二
観
世
音
、

金
冠
ヲ
動
シ
慈
眼
ヲ
瞬
シ
給
テ
、

妙
体
速
二
隠
レ
給
フ
。

又
和
尚
左
ノ
峯
二
登
給
ヘ
バ
、

一
宰
官
人
ニ
ア
ヘ
リ
。

手

二
金
ノ
箭
ヲ
把
り
肩
二
銀
ノ
弓
ヲ
懸
タ
リ
。

咲
ヲ
含
テ
語
ニ
ム
、

我
ハ
是
妙
理
大
菩
薩
ノ
神
務
輔
佐
ノ
貫
首
、

名
ヲ
バ
小
白
山
、
別
山
大
行
事
卜
云
。

大
徳
当
知
、
聖
観
世
音
ノ
化
身
也
卜
云
テ
隠
レ
ヌ
。

又
和
尚
右
ノ
嶺
二
登
給
ヘ
バ
、

一
の
老
翁
有
。
語
テ
云
、

我
ハ
是
妙
理
大
菩
薩
ノ
神
務
、
静
誰
啓
沃
輔
弼
也
、

名
ヲ
バ
太
已
貴
卜
云
。

蓋
又
西
刹
ノ
教
主
、
阿
弥
陀
也
卜
云
テ
隠
レ
給
ヒ

ヌ
。

是
ヲ
白
山
三
所
権
現
卜
申
也
。

峻
嶺
高
々
ト
シ
テ
、
切
利
ノ
雲
モ
手
二
取
ベ
シ
、

幽
谷
深
々
ト
シ
テ
風
際
ノ
底
モ
足
二
踏
ツ
ベ
シ
。

願

厚

師

ド

際

隣

顔

匪

膨

廂
尚
腫
蹟
旧
ド
此
是
方
便
示
現
、

非

本
地
真
身

焉
、

陽
阪
厚
Ｌ
鵬
闇
膳
旦
離
臣
慈
悲
玉
然
忽
現
実
、

妙
廂
脈
隔
眠
―
・
．
隣
明
耀
Ｌ
Ｋ
Ｆ
‐
―
―
―
―

曖
廂
間
は
自
満
Ｌ
四
隆
謄
降
肝
面
、
稽
首

婦
命
、
頂
一謹
佛
足

、
乃
白
言
、

像
床
床
Ｌ
ド
必
抜
済
利
益
、

爾
時
観
世
音
、

揺
一金
冠

瞬
一慈
眼

、

乃
領
納
、
未
レ及

再
拝
・妙
外
早
隠
実
、

貴
哉
妙
哉
、
歓
喜
涙
幾
乎
、

陽
脈
肺
膳
腸
Ｆ
左
岳
澗

、
向
一孤
峯

、

値
Ｌ
匡
隣
脈
ド
ド
‐
‐
‐
‐

手
握
・金
箭
ヽ

肩
係

一銀
弓
、

含
レ咲
語
言
、

我
是
妙
理
大
菩
薩
神
務
輔
佐
行
事
貫
首
、

陥
旧
―‥‐は
岬
四
脚
岬
医
堕
目
‐、―
―
―
―
‐

大
徳
当
レ知
、
聖
観
音
現
身
、
言
中
乃
隠
実
、

廂
間
睡
Ｌ
辮
船
庁
ド
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

陥
Ｆ
匡
隔
鵬
医
Ｐ
卜
肺
彫
瞑
開
ド
陽
開
日
、

殴
腱
妙
阻
仄
膳
薩
神
務
清
誰
啓
沃
輔
弼
、

名
日

太
己
貴

、

蓋
又
西
刹
主
也
、
乃
共
曇
面
失
実
、

胸
間
居
―
‐
‥レ階
庁
ド
旧
肢
離
府
苦
行
、

峻
厳
高
々
切
利
雲
可
レ取
レ手
、

幽
谷
深
々
、
風
際
底
可
レ履
レ足
、

効
験
遍
聞
、

五
八

忽
九
頭
龍
出
二池
面

。

澄
日
。
是
方
便
現
外
。

非
二本
地
具
身
Ъ

持
念
弥
確
。

頃
刻
十

一
面
観
自
在
菩
薩
。

妙
相
端
厳
。
光
彩
赫
熾
。

謄
雁
醤
Ｆ
Ｉ

祀
レ
足
白
言
。

像
末
衆
生
。
願
垂
一救
抵
。

千
レ時
菩
薩

揺
三金
冠
鳥

瞬
三蓮
眼
一而
許
レ之
。

拝
不
レ畢
≡
一。
妙
健
已
隠
。

謄
障
騰
降
降
備
円
。
上
一孤
峯

殖
卜
匡
Ｆ
区
庚
Ｌ
‐
‐
‐
―
―

手
握
二金
箭
、

一肩
横
一銀
弓

含
レ笑
日
。

我
是
妙
理
大
菩
薩
之
輔
也
。

名
日
‐小
白
山
大
行
事

。

大
徳
当
レ知
。
聖
観
自
在
之
愛
身
也
。
言
已
乃
隠
。

澄
又
昇
一右
峯

。

見
Ｌ
Ｌ
隔
陛
際
Ｐ
ｒ
榊
庁
閑
雅
。
語
日
。

我
是
妙
理
大
菩
薩
之
弼
也
。

名
日
二大
己
貴

。

西
刹
主
也
。
言
已
又
隠
。



効
験

一
天
二
聞
工
利
益
四
海
二
普
シ
。

サ
レ
バ
木
曾
義
仲
モ
、
眼
ヲ
塞
デ
白
山
ヲ
礼
拝
シ
、

掌
ヲ
合
権
現
二
奉
帰
、
敬
先
致
祈
誓
ケ
リ
。

挙
レ世
尚
レ之
焉
、

自
レ
此
霊
感
益
顕
著
也
。
澄
嘗
語
レ人
日
。
妙
理
菩
薩

日
。
我
山
中
。

〓
早
一
木
。
無
レ
不
二
我
谷
属
之
所

居
Ｌ
　
一
萬
春
属
。
妙
徳
降
述
。
十
萬
金
剛
童
子
。

遍
吉
垂
化
。
五
萬
八
千
釆
女
。
堅
牢
女
天
之
愛
作

也
。

賛
日
。
或
言
。
妙
理
菩
薩
。
已
言
　
天
照
太
神
者
我

子
也
。
子
今
後
二白
山
一何
。
予
日
。
伊
勢
神
宮
。
朝

廷
立
為
Ｌ
不
廟
Ｌ
白
山
雖
二　
伊
井
諾
尊
Ъ
顕
應
在
レ

後
。
我
又
且
従
二
朝
祀
一也
。
然
以
下
不
レ
視
二
神

次
Ъ

唯
因
圭
口法
之
先
後
一為
二排
老
一耳
。

『泰
澄
和
尚
伝
記
』
が
、
盛
衰
記
の
持
つ
白
山
縁
起
部
分
と
大
変
近
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
盛
衰
記
と
元
亨
釈
書
の
資
料

的
な
関
係
は
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
縁
起
に
関
し
て
は
、
直
接
の
依
拠
関
係
を
断
じ
る
わ
け
に
は

行
か
な
い
も
の
の
、
盛
衰
記
に
は
明
ら
か
に
元
亨
釈
書
よ
り
も
泰
澄
和
尚
伝
記
と
強
い
関
連
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
盛
衰
記
が
省
略
し

て
し
ま

っ
た
神
世
七
代
の
列
挙
は
、
白
山
の
縁
起
を
語
る
上
で
は
重
視
さ
れ
て
い
た
の
か
、
元
亨
釈
書
に
も
、
ま
た

「白
山
大
権
現
縁

起
」
や
そ
の
他
幾

つ
か
の
白
山
縁
起
関
係
資
料
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
は
七
代
の
神
々
の
名
が
古
事
記
で
は
な
く
日
本
書

紀
の
方
に
倣

っ
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
盛
衰
記
は
そ
の
部
分
を
省
略
し
た
と
は
い
え
、
国
常
立
尊
か
ら
百
七
十
九
万
三

千
四
百
七
十
六
年
で
あ
る
こ
と
は
略
さ
ず
に
書
い
て
、
丁
度
神
名
が
省
か
れ
た
だ
け
で
縁
起
の
内
容
と
し
て
の
大
枠
は
そ
の
ま
ま
に
な

っ

て
い
る
。
ま
た
対
観
表
で
は
中
略
と
し
た
が
、
泰
澄
和
尚
伝
記
前
半
の
泰
澄
そ
の
人
の
生
い
立
ち
を
述
べ
る
部
分
は
盛
衰
記
で
は
採
用
さ

れ
ず
、
さ
ら
に
自
山
に
登
る
ま
で
の
貴
女
と
の
詳
細
な
遣
り
取
り
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。
盛
衰
記
は
、
泰
澄
の
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
白
山

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

の
霊
験
そ
の
も
の
に
的
を
絞

っ
て
書
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
和
尚
伝
と
盛
衰
記
の
間
に
資
料
が
存
在
し
た
か
も
し
れ

ず
、
盛
衰
記
が
直
接
依
拠
し
た
資
料
に
は
泰
澄
の
生
い
立
ち
や
神
名
の
列
挙
は
な
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
山
縁
起
に
と

っ
て
は
泰
澄
の
特
異
な
少
年
時
代
や
貴
女
と
の
応
答
、
神
名
の
列
挙
は
重
要
事
項
で
あ
る
ら
し
く
、
す
べ
て
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
多

く
の
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
白
山
側
に
と

っ
て
、
開
山
の
泰
澄
を
語
る
上
で
無
視
で
き
な
い
要
素
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
盛
衰
記
は
、
戦
に
あ
た

っ
て
義
仲
が
自
山

へ
願
書
を
奉
納
し
た
こ
と
、
倶
梨
伽
羅
山
で
平
家
軍
に
圧
勝
し
た
こ
と
の
流

れ
の
中
に
こ
の
縁
起
が
位
置
し
て
い
る
た
め
、
泰
澄
の
偉
大
性
を
語
る
よ
り
は
今
あ
る
白
山
の
神
威
を
強
調
し
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め

に
、
開
祖
の
伝
承
よ
り
も
、
白
山
権
現
の
示
現
に
重
点
を
置
い
て
縁
起
記
事
を
挿
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
白
山
関
係
の
縁
起

・
本
地
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
再
び
巻
第
四
に
注
目
し
た
い
。
白
山
事
件
記
事
の
中
に
、
盛
衰
記
は
次
の

よ
う
な
記
事
を
持

つ
。

白
山
七
所
ノ
其
中
二
、
佐
羅
ノ
早
松
ノ
御
輿
ヲ
奉
飾
。
本
地
ハ
不
動
明
王
、
悪
魔
降
伏
ノ
憤
怒
形
、
賞
罰
厳
重
ノ
大
明
神
也
。
（中
略
）
六
日
ハ
仏

ガ
原
、
金
剣
宮
へ
奉
入
。
此
明
神
卜
申
ハ
、
嵯
峨
天
皇
御
宇
弘
仁
十
四
年
二
、
此
所
二
奉
祝
テ
三
百
五
十
余
年
也
。
本
地
は
倶
梨
伽
羅
不
動
明
王

也
。
魔
王
卜
威
勢
ヲ
評
テ
、
邪
見
ノ
剣
を
呑
ミ
給
フ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第
四

「白
山
神
輿
登
山
し

こ
こ
で
は
佐
羅
の
宮
の
本
地
と
、
金
剣
宮
の
縁
起
、
本
地
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
延
慶
本

・
長
門
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
巻
第
二
十
九
の
倶
梨
伽
羅
山
の
戦
い
で
平
家
軍
が
大
敗
し
た
後
谷
か
ら
火
炎
が
立
つ
と
い
う
霊
験
諄
は
延
慶
本

・
長
門
本
に
も
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
盛
衰
記
の
み
が

金
剣
宮
卜
申
ハ
、
白
山
七
社
ノ
内
、
妙
理
権
現
ノ
第

一
ノ
王
子
二
御
座
。
本
地
ハ
倶
梨
伽
羅
不
動
明
王
也
。
守
国
土
為
降
魔
民
ト
テ
、
弘
仁
十
四
年

二
此
醐
二
跡
ヲ
垂
。
平
家
已
二
仏
法
王
法
ノ
怨
敵
也
ケ
レ
バ
、
神
明
合
力
給
ヘ
リ
ト
云
事
掲
焉
也
　
　
　
　
　
　
（巻
第
二
十
九

「砥
並
山
合
戦
し

と
、
簡
略
な
が
ら
金
剣
宮
の
本
地
に
言
及
す
る
。
金
剣
宮
が
自
山
妙
理
権
現
の
第

一
の
王
子
で
本
地
が
不
動
明
王
で
あ
る
と
い
う
の
は
、



『神
道
集
』
の

「白
山
権
現
事
」
に
も
あ
り
、
ま
た
、
『白
山
之
記
』
に
も

「白
山
七
社
本
地
垂
迎
事
」
と
し
て
、
白
山
第

一
王
子
の
金
剣

宮
が
本
地
倶
梨
伽
羅
明
王
で
あ
る
こ
と
、
佐
羅
宮
の
本
地
が
不
動
明
王
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
　
わ
　
り

　
に

以
上
の
よ
う
に
、
盛
衰
記
に
お
け
る
白
山
に
関
す
る
記
事
を
、
主
に
延
慶
本

・
長
門
本
と
の
比
較
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
総
じ
て
盛

衰
記
に
は
白
山
関
係
の
記
事
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
白
山
権
現
の
縁
起
に
つ
い
て
は
金
剣
宮
も
含
め
る

と
数
度
言
及
し
て
い
て
、
中
で
も
中
心
と
な
る
巻
二
十
九
の
縁
起
記
事
は
、
泰
澄
和
尚
伝
記
に
何
ら
か
の
関
係
を
持
ち
つ
つ
も
、
あ
え
て

泰
澄
そ
の
人
の
生
い
立
ち
業
績
で
は
な
く
白
山
権
現
の
化
現
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
盛
衰
記
独
自
の
明
神
化
現
諄
を
、
叡
山
文
化
圏
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
読
ん
で
き
た
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
白
山
及
び
白
山
権
現
に
関
わ
る
盛
衰
記
の
積
極
的
な
記
述
態
度
も
、
白
山
権
現
が
単
な
る
地
方
の
有
力
な
権
現
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
当
時
、
叡
山
末
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
と
思
い
合
わ
せ
る
と
、
納
得
で
き
る
と
思
う
。
加
賀
の
馬
場
の
中
心
は
白
山
本
宮

（延
喜

式
に
で
つ
白
山
比
呼
神
社
）
で
あ

っ
た
が
平
安
時
代
中
期
以
降
は
別
当
寺
の
白
山
寺
に
実
権
が
移
り
、
同
様
に
越
前
の
馬
場

（白
山
中
｛こ

で
は
別
当
平
泉
寺
、
美
濃
の
馬
場

（白
山
中
宮
ま
た
は
白
山
本
地
中
｛こ

で
は
長
瀧
寺
が
実
権
を
握

っ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
が
、
平
安
時
代
末

期
に
は
相
次
い
で
延
暦
寺
末
と
な

っ
た
の
で
あ
る
明

白
山
事
件
叙
述
で
の
収
録
文
書
の
多
さ
も
、
そ
れ
ら
の
出
所
を
直
ち
に
延
暦
寺
及

び
そ
の
周
辺
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
盛
衰
記
の
、
叡
山
関
係
の
記
述
に
対
す
る
強
い
関
心
の
表
出
と
読
む
こ
と
は

出
来
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事



『源
平
盛
衰
記
』
の
白
山
関
係
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二全
一

註
０
　
『泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
現
存
最
古
の
写
本
は
、
正
中
二
年

（
一
三
二
五
）
書
写
の
金
沢
文
庫
本
で
あ
り
、
『元
亨
釈
書
』
２

〓
〓
〓

成
立
）
巻

十
五

「泰
澄
伝
」
、
巻
十
八

「白
山
明
神
」
と
の
資
料
的
関
係
の
観
点
か
ら
、
原
本
成
立
時
期
に
付
い
て
は
論
が
分
か
れ
て
い
る
。

０
　
加
賀
の
馬
場
の
み
、
泰
澄
開
山
を
養
老
元
年
と
す
る
社
伝
の
他
に
、
泰
澄
と
関
わ
り
の
な
い
崇
仁
天
皇
七
年
説
、
応
神
朝
説
、
欽
明
朝
説
、
天

智
天
皇
六
年
説
の
、
四
つ
の
創
立
伝
承
が
あ
る
。

０
　
梶
原
正
昭
氏
は
こ
の
箇
所
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
平
家
物
語
は
目
代
の
暴
状
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
紛
争
が
本
質
に
お
い
て
は
土
地
の
帰
属

を
め
ぐ
っ
て
の
国
衛
対
衆
徒
の
争
い
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
翁
平
家
物
語
』
の

一
考
察
―
―

″鹿
の
谷
″
事
件
と
白
山
事
件
―
―
」
「学

術
研
究
―
―
人
文

ｏ
社
会

・
自
然
―
―
」
第
十
号
　
一
九
六

一
年
十

一
月
）

石
野
春
夫
氏

『京
都

へ
行

っ
た
白
山
の
神
輿
』
（光
陽
出
版
社
　
一
一〇
〇

一
年
五
月
）

安
藤
淑
江
氏

「延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
資
料
蒐
集
の

一
側
面
」
「
国
語
と
国
文
学
」
第
七
百
十
号

　
一
九
八
三
年
四
月
）

鈴
木
彰
氏

「
『平
家
物
語
』
に
お
け
る

〈
白
山
事
件
〉
―
―
文
書
の
活
用
と
事
件
像
の
創
出
―
―
」
「
文
学
」
第
三
巻
第

一
号
　
一
一〇
〇
二
年

一
、
二
月
）

『古
事
談
』
第
五
　
神
社
仏
寺

山
岸
共
氏

「白
山
信
仰
と
加
賀
馬
場
」
（山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１０

『白
山

ｏ
立
山
と
北
陸
修
験
道
』
名
著
出
版
　
一
九
七
七
年
）

冒
頭
を
欠
き
、
語
の
並
び
が
若
干
違
う
が
、
こ
の
縁
起
と
ほ
ぼ
同
じ

「加
州
石
川
郡
白
山
縁
起
」
が

『群
書
類
従
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『神
道
集
』
の

「白
山
権
現
事
」
は
、
白
山
権
現
の
最
初
の
示
現
に
つ
い
て
の
説
が

一
つ
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
盛
衰
記

に
も
あ
る
阿
弥
陀
と
聖
観
音
の
垂
述
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

こ
の
奥
書
か
ら
、
『泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
原
本
が

『元
亨
釈
書
』
の
典
拠
と
な

っ
て
い
る
と
す
る
論
が
あ
る

一
方
で
、
『泰
澄
和
尚
伝
記
』
が

『元
亨
釈
書
』
十
五
、
十
八
の
泰
澄
伝
と
白
山
記
事
を
統
合
し
て
引
用
し
た
と
見
る
論
も
あ
り
、
資
料
の
先
後
関
係
に
付
い
て
は
論
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『白
山
史
料
集
』
に
は
金
沢
文
庫
本
の
他
、
尾
添
密
谷
家
所
蔵
史
料
の
和
尚
伝
と
、
平
泉
本
、
大
谷
寺
本
、
大
谷
寺
別
本
の
奥
書
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

長
瀧
寺

・
平
泉
寺
は

一
〇
八
四
年
、
本
宮
白
山
寺
は

一
一
四
七
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
延
暦
寺
末
と
な

っ
た
。

(101(9)(8)(7)  (6)(5)(4)



引
用
本
文
は
、
以
下
の
も
の
に
依

っ
た

源
平
盛
衰
記
／
『源
平
盛
衰
記
　
慶
長
古
活
字
版
』
勉
誠
出
版

覚

一
本
平
家
物
語
／
日
本
古
典
文
学
大
系

『平
家
物
語
』
岩
波
書
店

泰
澄
和
尚
伝
記
／
『神
道
大
系
』
神
社
編
　
若
狭

ｏ
越
前

ｏ
加
賀

・
能
登
國

古
事
談
／
『新
編
増
補
　
國
史
大
系
』
第
十
八
巻

玉
葉
／
『玉
葉
』
第
二
　
国
書
刊
行
会

元
亨
釈
書
／
『新
編
増
補
　
國
史
大
系
』
第
三
十

一
巻

付
記
　
本
稿
は
、
軍
記

ｏ
語
り
物
研
究
会
　
第
三
五
四
回
例
会

（二
〇
〇
三
年
七
月
二
十
七
日
　
於
　
法
政
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
元
に
し
て
い
ま

す
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